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　神戸市長田区にある「日本のお手玉の会神戸長田支部」
の前田敦子会長から、震災で被害のあった市町村にと
「お手玉」の寄贈がありました。お手玉は、一つ一つ会
員の皆さんの手作りで、やさしい手のぬくもりと世代間
を問わずに手軽に遊べる楽しさ、両手を使っての動作に
脳への刺激もあって大変良い効果が期待されるそうです。
　今回は、町内の保育所と福祉施設に贈呈され、早速み
なさんは嬉しそうにお手玉を使った遊びに夢中になって
いました。

「お手玉」をいただきました

　私は数年前に脳梗塞で体に麻痺がありますが、80 才
を過ぎてもお手玉や公民館活動に生き甲斐をもって頑
張っています。3月 3日の発表会で演舞「斎太郎節」を
披露する事をきっかけに松島町にお手玉を送ろうと計画
し、会の皆さんに呼びかけました。お手玉は子どもから
お年寄りまで気軽に遊べますから、何かに役立つことと
思われます。東日本大震災で毎日大変なご苦労をされて
おられることと思います。どうか皆さん元気になってく
ださい。一日も早い復興を祈っております。

＜前田会長からのメッセージ＞

宮城県松島町企画調整課まちづくり支援班
2012・３月号　Ｎ０．447　広報「まつしま」
に掲載された記事から。

日本のお手玉の会　神戸長田支部長

松島町　広報
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前田敦子さんが松島町発行の広報紙に。
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